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の
も
と
に
、
か
つ
て
の
護
送
船
団
方
式
を
改
め
て
以
来
、
激
烈
化
す
る
一
方
の
大
学
間
競
争
で
淘
汰
さ
れ
、
消
滅
し
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
、
国
公
私
立
の
大
学
は
競
争
力
増
強
を
目
指
し
て
、
受
験
生
集
め
と
い
う
大
学
改
革
に
励
ん
で
い
る
。
高
等
教
育
は
、

一
体
、
誰
の
た
め
に
あ
る
の
か
と
い
う
教
育
の
基
本
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
本
州
最
北
端
の
津
軽
の
地
に
位
置
す
る
青
森
公
立
大
学
と
い
う
社
会
科
学
系
の
単
科
・
小
規
模
の
地
方
公
立
大
学
が
、

ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
大
学
を
創
設
し
、
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
、
ど
の
よ
う
な
大
学
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

を
リ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
地
域
広
域
事
務
組
合
立
の
大
学
設
立

昭
和
二
四
年
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
青
森
県
で
は
津
軽
藩
の
城
下
町
で
あ
る
弘
前
市
に
、
旧
制
弘
前
高
校
を
母
体
に
新
制
弘

前
大
学
が
誕
生
し
た
。
県
都
で
あ
り
な
が
ら
国
公
立
大
学
が
な
い
青
森
市
で
は
、
公
立
大
学
設
置
は
市
民
の
悲
願
と
な
り
、
市
政

担
当
者
の
政
治
的
課
題
と
も
な
っ
た
。
昭
和
六
二
年
か
ら
行
政
サ
イ
ド
で
公
立
大
学
設
置
の
運
動
が
具
体
的
に
は
じ
ま
り
、
平
成

元
年
以
降
、
設
置
準
備
活
動
は
急
速
に
展
開
し
、
平
成
五
年
四
月
の
開
設
に
漕
ぎ
着
け
た
。

大
学
設
置
に
当
た
り
、
当
時
の
自
治
省
は
地
方
財
政
基
盤
の
虚
弱
さ
を
理
由
に
、
青
森
市
単
独
で
の
大
学
設
置
を
認
め
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
釧
路
公
立
大
学
で
経
験
済
み
の
地
域
広
域
事
務
組
合
立
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
青
森
市
を

中
心
に
、
近
隣
の
三
町
三
村
で
青
森
地
域
広
域
事
務
組
合
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
が
大
学
の
設
置
団
体
と
な
っ
た
。
こ
の
方
式
は
、

そ
の
後
、
宮
崎
公
立
大
学
と
は
こ
だ
て
未
来
大
学
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
青
森
地
域
広
域
事
務
組
合
立
と
は
い
え
、
青
森
市
以

外
の
三
町
三
村
の
負
担
金
は
、
大
学
の
年
間
経
費
約
一
八
億
円
の
一
％
に
も
充
た
ず
、
し
た
が
っ
て
青
森
公
立
大
学
は
実
質
的
に

は
青
森
市
立
大
学
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
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は
じ
め
に

平
成
一
九
年
度
入
試
が
終
わ
っ
て
、
わ
が
国
の
四
年
制
大
学
に
お
け
る
優
勝
劣
敗
の
構
図
が
い
っ
そ
う
鮮
明
に
な
っ
て
き
た
よ

う
で
あ
る
。
東
西
の
大
都
市
圏
に
あ
る
少
数
の
メ
ガ
大
学
が
全
国
に
触
手
を
伸
ば
し
て
受
験
生
を
掻
き
集
め
、
わ
が
世
の
春
を
謳

歌
す
る
一
方
、
全
国
に
散
在
す
る
そ
の
他
大
勢
の
中
小
零
細
大
学
は
定
員
割
れ
の
経
営
危
機
に
怯
え
て
い
る
。
そ
の
姿
は
ま
さ
し

く
、
わ
が
国
民
間
企
業
の
格
差
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
。

教
育
の
世
界
に
市
場
主
義
は
馴
染
ま
な
い
と
い
う
強
い
声
が
あ
り
、
教
育
を
聖
域
と
す
る
伝
統
的
な
考
え
が
根
強
く
残
る
よ
う

だ
が
、
大
学
と
い
う
高
等
教
育
の
事
業
そ
の
も
の
は
ま
さ
し
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
知
識
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
事
業
を
手
が
け
る
経
営
体
で
あ
る
大
学
の
経
営
に
は
、
否
応
な
く
市
場
主
義
が
貫
徹
す
る
。

し
か
も
、
わ
が
国
に
お
け
る
大
学
業
界
の
際
立
っ
た
特
徴
の
一
つ
は
、
過
当
競
争
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
が
大
綱
化
と
い
う
名
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地
方

公
立

大
学

の
大

学
改

革

佐
々
木

恒
男

（
青
森
公
立
大
学
学
長
）
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四
教
育
改
革
の
推
進

平
成
一
五
年
に
学
長
が
交
代
し
た
が
、
そ
の
際
、
新
旧
学
長
が
協
力
し
て
「
将
来
構
想
」
を
策
定
し
、
そ
れ
を
評
議
会
で
審
議

し
、
大
学
の
基
本
方
針
と
し
て
決
定
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
四
年
間
に
次
の
よ
う
な
教
育
改
革
が
順
次
進
め
ら
れ
た
。
①
総
合

学
力
試
験
か
ら
国
語
重
視
の
科
目
試
験
へ
の
入
試
制
度
の
変
更
、
②
四
年
の
任
期
制
に
よ
る
教
員
採
用
と
再
任
条
件
の
明
確
化
、

③
一
学
部
・
一
学
科
体
制
か
ら
三
学
科
体
制
へ
の
改
編
、
④
教
員
の
個
人
研
究
費
配
分
へ
の
成
果
主
義
の
導
入
、
⑤
個
人
研
究
費

に
重
点
配
分
制
度
を
導
入
、
⑥
修
士
課
程
だ
け
の
大
学
院
教
育
を
区
分
制
博
士
課
程
に
改
編
、
⑦
中
心
市
街
地
に
多
目
的
利
用
の

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
設
置
、
⑧
自
己
評
価
活
動
と
し
て
全
教
員
の
四
年
毎
の
業
績
審
査
と
そ
の
結
果
の
公
表
、
な
ど
で
あ
る
。
こ

れ
ら
一
連
の
施
策
は
、
大
学
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
、
学
生
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
学
改
革
、
と
り
わ
け

教
育
改
革
の
究
極
の
目
的
で
あ
り
、
そ
の
実
現
が
結
果
的
に
、
大
学
の
市
場
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

結
び
に
代
え
て

大
学
改
革
は
教
育
改
革
と
経
営
改
革
か
ら
な
る
が
、
独
立
行
政
法
人
化
す
れ
ば
、
自
動
的
に
大
学
改
革
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

本
学
は
独
法
化
し
て
い
な
い
が
、
法
人
化
し
な
く
て
も
、
大
学
の
制
度
設
計
次
第
で
、
や
み
く
も
に
独
法
化
し
た
国
公
立
大
学
よ
り

も
教
育
改
革
で
先
行
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。
経
営
改
革
面
で
も
、
本
学
は
設
立
時
か
ら
経
費
負
担
に
つ
い
て
設
置
団
体
と
約

束
し
て
お
り
、
例
え
ば
教
職
員
の
人
件
費
は
大
学
側
の
負
担
で
あ
り
、
大
学
が
経
営
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
議
論
ば
か
り
で
経
営
責

任
を
負
わ
な
い
大
学
自
治
、
教
授
会
自
治
な
ど
論
外
で
あ
り
、
経
営
努
力
を
し
な
い
大
学
の
淘
汰
は
必
然
で
あ
る
。
独
法
化
は
大
学

改
革
推
進
の
強
力
な
テ
コ
と
な
る
だ
ろ
う
。
も
は
や
、
か
つ
て
の
よ
う
な
桃
源
郷
の
大
学
は
、
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る

（
佐
々
木
・
斉
藤
・
渡
辺
編
著
、『
大
学
教
員
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
』
、
中
央
経
済
社
、
平
成
一
八
年
、
を
参
照
さ
れ
た
し
）。
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二
教
育
の
質
を
確
保
す
る
た
め
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
の
導
入

設
置
す
る
学
部
・
学
科
は
、
わ
が
国
で
は
じ
め
て
の
経
営
経
済
学
部
・
経
営
経
済
学
科
と
し
た
。
そ
れ
は
複
雑
化
し
た
現
代
の

経
営
や
経
済
の
諸
現
象
を
経
営
学
と
経
済
学
の
複
眼
で
捉
え
、
分
析
し
、
問
題
解
決
を
図
る
能
力
を
も
っ
た
人
材
を
育
成
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
学
部
・
一
学
科
体
制
は
、
平
成
一
八
年
度
に
三
学
科
体
制
に
改
編
さ
れ
た
。

経
営
経
済
学
教
育
に
当
た
っ
て
留

意
し
た
こ
と
は
、
社
会
に
対
し
て
大
学
が
教
育
に
責
任
を
も
ち
、
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
学
力
の

あ
る
学
生
し
か
卒
業
さ
せ
な
い
こ
と
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
セ
メ
ス
タ
ー
制
度
や
シ
ラ
バ
ス
制
度
と
と
も
に
Ｇ

Ｐ
Ａ
制

度
を
導
入
し
、
四
学
年

通
算
の
累

積
Ｇ

Ｐ
Ａ

二
・

〇
〇

以
上
を
卒
業

要
件
の
一
つ
と
し
た
。

同
時
に
、
三
セ
メ
ス
タ
ー
連

続
し
て
累

積
Ｇ

Ｐ
Ａ

二
・

〇
〇

以
下
の
学
生
は
、
学

習
意

欲
と
能
力
に
欠
け
る
と
判

断
し
て
退
学
を
勧

告
し
、
自
主

退
学
し
な
け
れ
ば
除

籍

処
分
す
る
こ
と
に
し
た
。
教
え
る
側
に
も
学
ぶ
側
に
も
緊

張
感
が
な
く
、
学
士

号
の
自
動

販
売

機
と
化
し
て
い
る
わ
が
国
の
大
学
教

育
で
、
こ
の
よ
う
な
退
学
勧
告
制
度
の
本
格
実
施
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
大
学
運
営

戦
前
の
軍
国
主
義
教
育
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
り
、
戦
後
の
わ
が
国
の
大
学
で
は
、
教
授
会
主
導
に
よ
る
大
学
運
営
が
学
校
教
育
法

や
教
育
公
務
員
特
例
法
な
ど
の
法
令
で
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
組
織
運
営
の
学
理
も
知
ら
ず
経
験
も
な
く
、
情
報
も
な
い

教
授
達
が
、
教
育
・
研
究
事
業
体
で
あ
る
大
学
の
管
理
運
営
を
担
う
の
で
あ
り
、
非
効
率
は
甚
だ
し
く
、
予
算
配
分
と
教
員
人
事

を
め
ぐ
っ
て
、
教
授
会
は
権
力
闘
争
の
場
と
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
愚
行
を
避
け
る
た
め
、
青
森
公
立
大
学
で
は
当
初
か
ら
、
予

算
配
分
と
教
員
人
事
は
学
長
の
専
管
事
項
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
学
内
で
教
員
が
派
閥
的
行
動
を
す
る
旨
み
が
な
く
な
っ
た
。
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